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研究成果の概要（和文）： 本科研の研究成果は、インド北東部の紛争をグローバルな文脈に位置付けることに
より、エスニック紛争の増加や民族間の衝突（民族浄化）といった1980年代以降の変化がこの地域特有の現象で
はなく、他地域にもみられる現象であるということを示したことにある。特に民族間衝突は旧ユーゴやルワンダ
と同様の事例が多数発生し、多くの国内避難民が生じた。90年代後半より各地で停戦や和平協定が締結された
が、紛争が平和的に解決されたものは少ない。最も古くから続くナガ独立運動の担い手である民族組織との包括
的な和平協定が交渉中であり、この結果が今後のこの地域の趨勢を左右する可能性があると結論づけた。

研究成果の概要（英文）：This study reveals that the increase in the number of ethnic conflicts in 
Northeast India, especially clashes emerging among ethnic groups, is not unique to the region and 
should be understood in the context of global change. In particular, many of the clashes between 
different ethnic communities are similar to those that took place in the former Yugoslavia and 
Rwanda, and have led to the displacement of millions of villagers in the region. The Government of 
India (GoI) has concluded ceasefire and peace agreements with several armed groups since the latter 
1990s, but very few have achieved peace on the ground. Right now, the organization leading the 
oldest Naga independence movement in the region is negotiating a final settlement with the GoI, the 
result of which will impact the overall situation of conflict resolution in Northeast India.
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１．研究開始当初の背景 
(1)1980年代から 2000年代にかけて、インド
北東部においてエスニック運動が活性化し、
武装化して自治や独立を要求する組織や、他
民族を攻撃する民族間衝突が激増した。この
地域は山岳地域の少数民族を中心に自治や
独立要求の絶えない地域だが、1980 年代後
半以降の運動は武装化の度合いやエスニッ
クな権利要求の先鋭化という点で、従来の運
動とは大きな変化が見られた。 
 
(2)インド北東部のエスニック運動／紛争に
関する研究は、1970 年代までの山岳地域に
おける自治権要求については包括的な研究
が存在する。しかし 1980 年代以降の運動に
関しては、個々の運動についてすぐれた研究
は散見されるものの、包括的に取り組んだ研
究は少ない。北東部のエスニック運動全体を
網羅しようと試みたものは、ジャーナリスト
による著作がほとんどである。1980 年代後
半の北東部のエスニック運動活性化の背景
と構造に関する研究が望まれている。 
 
２．研究の目的 

1980 年代後半以降のインド北東部の運動
は、それまでの運動と比較すると下記の 3つ
の点が特徴的である。①エスニックな起源を
さかのぼり、一定の領土における自治を主張
している。②武装化する集団が多くなり、
1990年代には 20以上の武装化した民族組織
が存在した。③民族間の衝突、ときには民族
浄化とも呼べるような他民族の排斥を目的
とした攻撃が始まった。こうした現象に関し
て、既存の個別の事例に関する研究を手がか
りとしつつ、北東部全体に共通する構造や背
景、そしてインドの国内外のさまざまな要因、
特にグローバル化による政治・社会的変化、
および 2000 年代からの急速な経済成長の影
響を分析することが本研究の目的である。 

 
３．研究の方法 
(1)先行研究の整理と検討 
本研究では主に以下の3つのタイプの先行
研究を収集し、整理・検討を行った。最初の
タイプは 1980 年代以降の紛争に関する理論
的な著作で、これはメアリー・カルドーの「新
しい戦争」論(Kaldor 2012)や低強度紛争
（LIC）に関する議論(加藤 1993)、また
Unconventional Warfareに関する議論等が存
在する。さらに、関連する領域として民族浄
化（ethnic cleansing）や強制移動、国内避
難民等に関する著作に関しても代表的な著
作を参考にした。 
2 つ目は北東部の紛争全般に関するもので、
これらは Hazarika (1995)、Bhaumik (2006)、
Prabhakara(2012)など主にジャーナリスト
による著作があげられる。北東部の紛争に関
しては、1990 年代の紛争の一番激しかったこ
ろにジャーナリストによる取材によってい
くつかのすぐれた著作が登場し、紛争指導者

へのインタビューを元に実態に迫っている。
これらの報告では武器の入手や資金源など
について詳しく調査してあるものも多く、北
東部の紛争の形態の変化を把握する上で貴
重な情報が得られた。 
 3 つ目はボドランド紛争やナガランド紛争
など、具体例として調べた紛争に関する先行
研究である。具体例に関しては下記の現地調
査で得られた情報が多いが、先行研究を検討
することによって現地調査を補完した。 
 
(2)現地調査 
 本研究では、ボドランドにおける民族間衝
突を事例として取り上げ、その現地調査に多
くの時間を割いた。まずは紛争の直接の体験
者ということで、避難民キャンプに暮らす紛
争の生存者への聞き取りを優先した。ほか、
避難民を支援するNGOスタッフ、行政関係者、
政党指導者や学生団体の指導者等にもイン
タビューを実施した。 
 一方、ナガランド州とマニプル州では 2015
年の枠組み協定の進展に関する反応を知る
ため、民族組織や学生団体の指導者、派閥間
の和平協定の取り組みを進める仲介者等に
対するインタビューを実施した。また、マニ
プル州ではダム建設によって村を追われた
ナガの人々の居住地を訪問、聞き取り調査を
行った。 
 
４．研究成果 
(1)北東部の紛争のグローバルな文脈におけ
る位置づけ 
 1980 年代後半以降のインド北東部のエス
ニック運動は、平野部のアッサム州における
アッサム統一解放戦線(ULFA)、ボドランド分
離州要求を皮切りに、アッサム州の丘陵部や
隣接州などへ広がっていく。同時に、それま
で山岳州で起こっていたナガランド独立運
動も再活性化し、グローバル化による新たな
条件の中で従来とは異なる運動の性格を持
つようになっていく。具体的には、隣接地域
の複数の民族が一つの政党／組織を作って
協力していた 70 年代までと異なり、エスニ
ックな要求に基づいて組織が分かれ、またそ
れぞれが武装化していったこと、さらに一般
人を標的とする多くの民族間衝突が起き、大
量の国内避難民が発生した。 
 こうした北東部のエスニック運動の性格
の変化については、これまであまり議論され
てこなかった。しかしこれらは、世界の他の
地域で同時期に発生した多くの紛争、特に東
欧や旧ソ連圏、中央アジア、アフリカで起き
た紛争と同様の傾向が指摘できる。80 年代か
ら 90 年代以降のグローバル化による紛争の
影響として、よく知られているものとしてメ
アリー・カルドーの「新しい戦争」論がある。
カルドーは、①ある特定のアイデンティティ
を通じた権力の追求(アイデンティティ・ポ
リティクス)という新しい政治の目標、②民
族浄化と関連して大量虐殺や強制移住、住民



の追放といった新しい戦争行為の様式、そし
て③グローバル化された戦争経済という3つ
の特徴を通して、80 年代以降とそれ以前の戦
争の形式が変化したと論じた。 
 こうした議論を通じて北東部の紛争をグ
ローバルな文脈に位置付けることにより、北
東部における 1980 年代後半以降のエスニッ
クな紛争の増加や性格の変化はこの地域特
有のものではなく、グローバル化の影響とと
らえることが可能になる。さらに、本研究で
重要視する民族間衝突についても、東欧や旧
ソ連圏、アフリカ、中央アジア等で起きた紛
争と比較することが可能となる。 
北東部における紛争は、国際的な介入がな
く、紛争解決に国際的な監視の目が行き届い
ていない。そのため、政府の裁量に任される
部分が大きく、時の政権の利害に左右されて
解決が長引く傾向がある。こうした限界が、
(2)や(3)で扱う民族間衝突の再発や和平合
意の行き詰まりといった点に表れている。以
下、それぞれの点について事例を通じて詳細
な分析を試みる。 
 
(2)民族間衝突発生のメカニズムと和解 
 インド北東部では 1990 年代以降、民族間
の衝突が頻発した。1993 年のマニプル州にお
けるナガ・クキ紛争とアッサム州におけるボ
ド・ムスリム紛争を皮切りに、1996 年にはボ
ド・アディヴァシ紛争が、2004 年にはカル
ビ・ディマサ紛争と継続した。 
 こうした紛争は単独で起きるわけではな
く、自治や独立を求めたエスニック運動と連
動して起きることが特徴である。また、武装
組織の襲撃がきっかけとなるが、多くの場合
近隣の村人も参加する集合的暴力、いわゆる
暴動の形態をとる。これらの衝突は、政府と
の停戦合意が締結された後、最終的な和平協
定を交渉中に起きることが多い。紛争解決後
の権力の分配や領土確定をめぐって紛争が
勃発することが目立ち、代表的な事例はボド
ランド自治評議会の管轄領域をめぐってお
きた 1993 年のボド・ムスリム紛争である。 
ボドランドはこれ以降も紛争が継続した
が、1996 年以降の特徴は選挙に関連して紛争
が起こることにある。選挙に関連して集合的
暴力が起きるというのは他地域のインド政
治と共通している。自治や独立を求めた闘争
が国内政治の文脈に取り込まれていく過程
と位置付けることができるだろう。また同時
に、紛争地特有の武装解除の不徹底などが背
後にあることも挙げられる。 
民族間衝突について現地調査を実施した
成果としては、こうした紛争ではどちらのエ
スニック集団にも多くの避難民を出し、被害
者と加害者の線引きが難しいということで
ある。ボドランドの場合、アディヴァシやベ
ンガルに出自を持つムスリムなど、移民側に
被害が多く、彼らに対する民族浄化とみなさ
れる傾向が強い。しかし、ボドの人々も長年
の移民や制度的欠陥による土地喪失に苦し

み、それがボドランド運動への支持につなが
った。また、紛争による被害はボドの方が少
ないものの、確実に存在する。そのため、「自
分たちこそが被害者である」という感情も根
強く、こうした感覚がまた次の攻撃への温床
となっていく。ボドと移民集団の間の分断を
乗り越えるための市民的努力も存在するが、
いまだ両者の間の溝を埋めることは困難な
状況にある。 
  
(3)紛争の継続と平和的解決への見通し 
 北東部の紛争は 1990 年代後半以降、停戦
合意に至り解決に向けた話し合いが始めら
れることが多く、中には和平協定に至ったも
のもある。しかし、和平協定に至ったものの
暴力が再発したボドランド、直後に新たな武
装組織が結成されたトリプラのように、実際
には暴力が継続している事例が少なくない。
また、アッサム州独立を要求した ULFA や、
ナガ独立運動をけん引してきた NSCN など、
停戦合意後和平協定に至らず、最終的な解決
が図られていないケースも多い。北東部にお
ける武装組織の影響力は落ちたものの、これ
らの州は政治的安定とは程遠い状況に置か
れている。 
 本研究では、ナガ独立運動を中心に検証し、
ナガランド州、マニプル州及び周辺州への影
響を考察した。ナガ独立運動最大の武装組織
であるナガランド社会主義民族評議会（NSCN 
I/M）とインド連邦政府は 1997 年に停戦合意
を結んだが、その後和平に向けた会談は停滞
した。その原因は、①政権交代による行き詰
まり（インド国民会議派政権が対話に熱心で
はなかった）、②周辺州／民族からの反対（特
にマニプル州のメイテイ民族からの反対）、 
③内部での派閥間争いの 3点に求められる。 
 しかし、2015 年 8月、最終的な解決を目指
した枠組み協定が NSCN（I/M）とインド連邦
政府との間で締結されたというニュースが
報道された。実際は大枠に合意したのみで、
詳細についてはまだ協議中ということで2年
間が経過した。現在は上記の③で指摘した派
閥間の争いの調整段階に入っており、予断を
許さない状況であるが、もし包括的な協定が
締結されれば今後の地域の趨勢を左右する
ことが期待される。 
  
(4)経済のグローバル化 
 急激な成長を遂げるインド経済の影響を
受け、インド北東部でも水力発電事業や資源
採掘など、大規模な開発計画が実施されてい
る。こうした事業がエスニックな運動に果た
してどのような影響を及ぼすのかという問
題意識の下、文献調査とマニプル州のマピテ
ル・ダムに関する現地調査を実施した。結果
としては、現時点でこうした大規模開発が新
たなエスニック紛争の火種となる事例は今
のところ報告されていない。むしろ開発計画
反対運動や抗議運動の中で、エスニックな境
界を越えて団結する事例も見られた。しかし



こうした大規模開発計画は新たな避難民を
発生させるため、今後も注意の必要なテーマ
である。 
 なお、当初の計画では予定していなかった
ものの、北東部の紛争と経済のグローバル化
というテーマでは、戦争経済の成立という観
点からの調査が可能であり、本研究に重要で
あったという点を研究期間後半で認識した。
具体的には、それぞれの民族組織の資金源を
支える活動や、小型武器の違法取引の増加に
より、紛争の数自体が増加したという観点で
ある。また、これらに関連し、ミャンマー・
タイ・中国と続く違法な麻薬取引等の経済活
動も紛争の分析には欠かせないテーマであ
る。しかし、これらの点に関しては現地調査
が難しく、またすでにジャーナリストによる
優れたルポルタージュがあるため、文献調査
や信頼できるジャーナリストへのインタビ
ューによって補足した。 
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